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25． 鋼船規則 C編及び GS 編並 びに関連検査要領に お け る改正 点の 解説

　　　　　　　　　 （内部開 口及 び外部開口 の 閉鎖装置 ）

1．は じめに 3 ．改正 の 内容

　2007 年2 月 1日付規 則 第 3号 及 び 達 第 4号 （日本 籍 船 舶

用 ）並 び に 同 日付 Rule　No．10及 び Notice　No．12 （外国籍 船

舶用） に よ り，鋼船規則 C編 及 びCS編 並びに関連検査要 領

の
一

部 が改 正 され た。以 ドに その 内 容 に つ い て 解 説 す る。

2 ．改正の 背景

　2003年8月 27日付け鋼船規則等の
・
部改正 に よ り，

IACS

統
一
解釈SC156 を参考 と して 水密戸 に 関する 要件 を改 め た 。

そ の 際，鋼船規則 C 編4 章 に 規定す る 区 画要件 （SOLAS 条

約 II−1章B−1部の 規定に 基づ く損傷時復原 性要件 に 相当）の

適用 に おい て水密 とす る必要が あ る 内部開日 の 閉鎖装置 に

係 る 要件 と C 編 13章の 水密戸 に 関する 要件 を整合 させ る 形

と し，ま とめ て C編 13章 に規定 した 。

　 しか しなが ら，上 記改正 に よる規則の 構成 及 び表現で は，

当該区 画 要件 にお い て 必 要 と な る内部 開 口 の 閉鎖装 置 に係

る 要件及 び 区 画要件が適 用 され ない 船 舶 の 水密 戸 に対 す る

要件 が 分 か りに くい との 指摘 が あ っ た。

　 こ の ため，内部開 囗の 閉鎖装置 に係 る 要件 の 適用 を明確

化すべ く関連規定 を改め た 。 併せ て，IACS 統
一

解釈SC156

に含 まれ て い る外部開口 の 閉鎖装置 に 関す る要件 に 対応 す

べ く，関連規定 を改め た 。

改 正点 は以 下 の とお り。

　 （1）C編 4．3．1及 び CS編 4．3，1 に，区画要件 上必要 な内部

　　　 開 口 の 閉 鎖 装 置 に 関す る 要件 を明 示 した 。 内 容 は，

　　　SOLAS 条約 II−1章 Reg．25−9の 要 件 に IACS 統一解 釈

　　　SC156の 内容 を加 味 した もの で，容易 に要件 の 概 要

　　　を把握で きる よ う，検査要領 に 表C4．3．1加 え，そ れ

　　　 ぞれ の 水密閉 鎖装 置 に対 する 適用 要 件を取 りま と め

　　　 た 。

　 （2）C 編 4．3．2及び CS 編 4．3．2の 区画要件一ヒ必要な外部開

　　　 口 の 閉 鎖装 置 に 関 す る 要 件 （SOLAS 条約 II−1章

　　　Reg ．25−10に基づ くもの ）を，
　 IACS統一

解釈 SC156

　　　 に 沿 っ て 改 め た 。

　 （3）上 記 （1）に 伴 い ，C 編13．3及 び CS 編 13．3の 水密戸 に

　　　関す る要件 を 改め た 。 要件 の 見直 しに あ た っ て は，

　　　 こ こ で規定す る水密戸が 次 の 原 則 に従 っ た もの とす

　　　る こ とを明 記 し，こ の 原 則 の 下 ，C 編 4．3．1及 び CS

　　　編 4．3．1に 規 定 され る 区画 要 件 ヒ必 要 な内 部 開 口 の 閉

　　　鎖装置 に対する 要件 と整合 させ てい る。

　　　（a）船舶 の 運航 の ため に 必要 な場合 を除 き，航海巾

　　　　　に通 常 は 開放 され た ま ま と しな い こ と 。

　　　（b）貨物区域 を区画す る水密隔壁 に設け られ る荷役

　　　　　用等 の 戸 ，ラ ン プ等 の 閉鎖装 置 につ い て は，航

　 　 　 　 　海 中 は必 ず 閉鎖 して お くもの とす る こ と。

26． 鋼船規則 C 編 ，CS 編，　 D 編及び U 編並びに関連検査要領 にお ける改正点の解 説

　　　　　　　　 （航路 を制限する ば ら積貨物船等に対する規則適用）

1．は じめ に

　2006 年 6月 15日付規則第43号及 び達第46号 （日 本籍船

舶用）並び に 同 日付 Rule　No ．44及 び Notice　No．47 （外国籍

船舶用 ） に よ り，鋼 船 規 則 C 編，CS 編，　 D 編 及 びU 編 並 び

に 関連検査要領 の 一
部が 改正 され た 。 以 下 に そ の 内 容 につ

い て 解説す る。

2 ．改正 の 背景

2004 年 12月 に 開催 さ れ た IMO 第79 回海 上安全 委 員 会

（MSC 　79）に おい て ，　 SOIAS 条約）qI章 の 改正が採択 され，

ば ら積貨物船 に 対 して 追 加の 安全 対策が 講 じられ る こ と と

な っ た 。 同改正 で は，ば ら積貨物船の 定義が 変史 され，同

章 の 適 用 が 拡 大 され る と と もに，追 加 の 安全 対
．
策 と して，

貨物 倉浸 水 に 対す る残存性要件及 び 構造強度要件の 二 重船

側 船 へ の 適用，貨物倉周 りの 船体構造 に 対す る 要件等が 規

定 され て お り，
2006 年 7 月1 日以降 に建造され る ば ら積貨

物船 に 適用 され る こ とに な っ た。

　本会 は，上 記条約改 正 に対応 し，2006年 1月 31 凵付 け で

関連 規 則 を改 正 して い るが，国際航 海 に従事 しな い ば ら積

貨物船等 に対す る規則適用 を明 示 して い なか っ た。そ の 後，
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